
















課名 分析 区分 事業名
R1

決算
R2

当初
R2

現計
R3

当初
事業内容

（できる限り具体的な個所名を記載）
頁

Ⅰ　安全・安心な地域の形成 1,932,944 2,304,465 2,197,542 2,639,951

危機対策課
災害
対策

新規
災害時大規模停
電等対策事業費

－ － － 12,000

過去の大規模停電での教訓を踏まえ、停電の発生予
防・発生時の早期復旧に向けた取組を行う。
・予防伐採の現地調査等
・図上、実働の連接した道路啓開・停電復旧訓練
・逆川無線中継所施設関連道路管理協議会の設立
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危機情報課 県行 新規
富士山火山広域
避難計画推進事
業費

－ － － 35,300

富士山ハザードマップの改定に伴い、噴火災害リス
ク等について住民・事業所への丁寧な説明を実施。
また、富士山火山広域避難計画を改定。
○ 火山災害警戒地域（要避難対象市町）
・富士宮市、裾野市、小山町、富士市、御殿場市、
長泉町（東部地域）
・三島市（伊豆半島地域）
○ 上記地域への新規追加予定
・沼津市、清水町、
・（その他地域）静岡市（清水区の一部）

県民生活課 県行 継続
賀茂広域消費生活セ
ンター運営事業費 7,324 8,246 8,246 7,775

県と賀茂６市町が共同で設置した「賀茂広
域消費生活センター」の運営

水利用課 国行 継続
水道広域化推進
プラン策定費

－ 22,000 21,225 21,300
広域化推進プランの策定に向け、 駿豆圏域
（賀茂地区）における広域化パターンについて
シミュレーションにより検証
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健康福祉政策課
各部
公共

新規
福祉避難所指定
促進支援事業費
助成（新規）

－ － － 115,000

福祉避難所の役割を担う社会福祉施設の感
染対策や民間宿泊施設が行う要配慮者受入
環境整備に対して助成
・補助率　1/2　ほか

健康福祉政策課 単独 新規

浸水区域内要配
慮者利用施設支
援事業費助成
（新規）

－ － － 50,000

洪水浸水想定区域内に立地する社会福祉施
設等が行う避難確保計画の策定や水害対策
に対して助成
・補助率　3/4

医療政策課 国奨 新規
地域医療機能分化
等推進事業費助成
（新規）

－ － － 45,000
地域医療構想の推進のため、地域医療連携推進
法人の設立に向けた計画の策定や、計画に基づ
く施設・設備整備に対する助成

農地計画課 県行 新規
津波浸水想定区
域現況境界座標
データ化事業費

－ － － 20,000

3次元点群データ等を活用して、津波浸水想定
区域の現況境界をGISデータ化し、土地情報を
整備
・3次元点群データ等取得：静岡市以西（5市町
9.5㎢）
・現況境界座標データ化：伊豆半島～湖西市
（16市町19.2㎢）

農地計画課 国奨 継続 国土調査費助成 385,240 412,298 412,298 440,482
市町等が行う地籍調査事業に対する助成（国庫補助
分）
・18市町（153,220千円）　補助率：国1/2

農地計画課 単独 継続
県単独農業農村整備
調査費（国土調査費
助成）

137,094 189,600 189,600 209,295
市町等が行う地籍調査事業に対する助成（県費補助
分）
・18市町（76,610千円）　補助率：県1/4

農地計画課 単独 継続
津波浸水区域内官民
境界基本調査事業費

12,075 13,000 13,000 10,000
地籍調査に先行した官民境界調査を行い、基礎的な
土地情報を整備
対象：約0.5㎢ 沼津市

港湾整備課 単独 継続 港湾維持管理費 700,156 643,321 613,052 679,399

港湾維持管理費内にて予算化（内57,248千
円）
県管理港湾において、ICT技術を用いた点検
を導入し、点検精度向上、コスト縮減及び
コロナ対策としての対人調査の抑制や遠隔
化を図ると共に、港湾施設の長期的なスク
ラップ＆ビルドを行うことで効率的な維持
管理を行う

港湾企画課
港湾整備課

単独 継続
県単独港湾整備
事業費（生活環
境）

608,471 479,000 479,000 525,000

県単独港湾整備事業費（生活環境）内にて
予算化（内45,000千円）
県道223号の利用促進に向け、当事業では松
崎港の浚渫を行う。

伊豆半島地域関連事業一覧
（単位:千円）
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港湾整備課 受託 継続
津波対策施設等
整備事業費（港
湾）

58,000 31,000 31,000 250,000
南海トラフ巨大地震（レベル２）による田
子の浦港周辺の津波被害を軽減するため、
富士市負担によるレベル２津波対策を実施

警察本部 単独 継続
大仁警察署庁舎
等建設事業費

24,584 506,000 430,121 219,400
大仁警察署庁舎等の老朽・狭隘に伴う移転
整備（伊豆の国市田京）

Ⅱ　富をつくる産業の展開 1,554,108 2,224,369 2,031,532 4,667,637

自然保護課 国行 継続
野生鳥獣緊急対
策事業費

237,168 350,000 325,840 320,000

ニホンジカにより深刻化する生態系への影
響や農林産物被害を低減し共生を図るた
め、適正な個体数に削減する管理捕獲を実
施する。
 ・伊豆地域管理捕獲目標(R3)6,900頭

3

新産業集積課 県奨 継続
ファルマバレープロ
ジェクト推進事業費
（重点）

－ － － 14,300

新産業集積課 県奨 継続
ファルマバレープロ
ジェクト推進事業費

203,407 256,100 251,464 234,900

新産業集積課 国奨 継続
EV・自動運転化等技
術革新対応促進事業
費（重点）

－ － － 2,913

新産業集積課 国奨 継続
EV・自動運転化等技
術革新対応促進事業
費

254,078 305,100 303,700 324,087

新産業集積課 県行 継続
ふじのくにCNFプロ
ジェクト推進事業費 53,524 66,900 66,900 51,700

ふじのくにCNF研究開発センター（富士市）
を拠点とした産学官連携による研究開発の
推進

農地計画課 県行 拡充
ICT水管理システ
ム活用推進事業
費

－ 2,600 2,600 4,000

ＩＣＴを活用した水田水管理システムの普
及拡大
・R3新規：西部地区、富士地区
・R2継続：中遠地区、東部地区

森林計画課 国奨 拡充
林業イノベー
ション推進事業
費

－ 106,000 100,624 117,200

県産材の安定供給体制を強化するため、Ｉ
ＣＴ等の先端技術を活用した生産適地の選
定や森林施業の効率化・省力化の取組を行
う
・富士・富士宮、裾野、伊豆地区：25,000
千円

森林整備課 単独 新規
森林認証材供給
基盤整備事業費
助成

－ － － 368,000
森林認証材の需要変動に対応するため、主
伐した認証材の効率的な運搬に必要な路網
や架線の整備等に対して助成

林業振興課 単独 継続

森林認証材販路拡大
事業費（オリンピッ
ク・パラリンピック
選手村ビレッジプラ
ザ整備協力）

9,956 1,300 600 1,300

東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会の「選手村ビレッジプラザ」の建設
に提供した木材の返却後のレガシー利用を
通じ、県産森林認証材の品質と供給力をＰ
Ｒ

水産振興課 県奨 継続
水産イノベー
ション対策支援
推進事業費助成

36,413 50,000 60,000 60,000

・水産振興等の新たな取組を実施する漁業者や
水産加工業者、水産関係団体に対し助成
・水産イノベーション対策支援チームによる事
業者の支援を行う
・「新しい生活様式」に対応した水産関係のイ
ベントを主催する団体・組合に対し助成

水産振興課 県行 新規

新たな流通体制
の構築による水
産物の魅力向上
事業費（重点）

－ － － 5,000

【地場水産物スマート流通モデル実証事
業・重点分】
・新たな広域経済圏域の流通を推進し、本
県の強みを活かした高鮮度の沼津産水産物
の供給モデルを構築

水産振興課 県行 継続

新たな流通体制
の構築による水
産物の魅力向上
事業費

7,033 11,000 11,000 5,100

【地場水産物スマート流通モデル実証事
業・政策的経費分（事業費：5,100千円のう
ち2,100千円）】
・ICTの活用や物流の効率化等による水産物
のスマート化を推進し、西伊豆産水産物の
県内向け流通を強化

富士山麓12市町との協働による医療機器等
の研究開発支援

自動運転実証実験の実施
・沼津市、下田市、松崎町
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水産資源課 県行 継続
水産業振興総合
推進費

53,075 59,952 58,354 58,631

・水産物認知度向上事業（1,987千円）：伊豆地域も
含めた県内漁協漁港直営食堂での合同一斉ＰＲ支援
など
・地域漁業活性化プラン実施計画策定事業（3,162千
円）：浜プラン等に掲げられた施設整備等の構想を
具体化するための実施計画の策定に対する支援（ア
ドバイザー派遣）
・つくり育てる漁業推進事業等（1,134千円）
：伊豆特産のキンメダイの種苗生産・放流技術の開
発、資源調査

地域整備課 - 継続
地域振興整備事
業建設改良費(富
士大淵工業団地)

649,384 235,000 235,000 662,170 工業団地の整備

高校教育課 県行 拡充
高校生就職マッ
チング対策事業
費

30,000 20,000 46,000 34,000

伊豆半島を含めた県内全域に産業人材の確
保が困難な職業分野等における人材不足を
踏まえて、就職コーディネーターを配置
し、就職を希望する高校生に対し、就職支
援や就職マッチングを実施

教育施設課 単独 継続
県立学校等施設整備
事業費（伊東地区新
構想高等学校）

6,355 197,888 197,888 1,467,719
ふじのくに魅力ある学校づくり推進計画
（静岡県立高等学校第三次長期計画）に基
づく新構想高校の整備

教育施設課 単独 新規
県立学校等施設整備
事業費（富士特別支
援学校分校）

－ － － 12,832
静岡県立特別支援学校施設整備計画に基づ
く特別支援学校の整備（建築設計）

教育施設課 単独 新規
県立学校等施設整備
事業費（東部特別支
援学校川奈分校）

－ － － 9,090
令和２年度末の川奈分校廃止に伴う校舎の
解体（解体設計）

教育施設課 単独 継続
県立学校等長寿命化
事業費（沼津工業高
等学校）

13,715 432,453 241,486 453,194
県立学校の校舎等の老朽化対策を実施（建
築解体工事）

教育施設課 単独 継続
県立学校等長寿命化
事業費（沼津商業高
等学校）

－ 130,076 130,076 348,375
県立学校の校舎等の老朽化対策を実施（建
築解体工事設計）

教育施設課 単独 新規
県立学校等長寿命化
事業費（富士宮北高
等学校）

－ － － 51,214
県立学校の校舎等の老朽化対策を実施（建
築解体工事設計）

教育施設課 単独 新規
県立学校等長寿命化
事業費（富士宮東高
等学校

－ － － 61,912
県立学校の校舎等の老朽化対策を実施（建
築解体工事設計）

Ⅲ　魅力ある暮らしの実現 297,282 520,579 439,866 3,347,802

廃棄物リサイクル課 県行 拡充
ごみ処理広域
化・集約化計画
策定事業費

－ 18,500 17,593 4,000

　人口減少・少子高齢化の進展に適切に対応す
るため、市町との連携のもと、令和２～３年度
に県が広域化計画を策定し、ごみ処理の広域化
を推進する。
（現在、賀茂地域の１市３町で広域化の検討が
行われている。）

企画政策課 県行 拡充
ふじのくにに住
みかえる事業費

29,025 35,300 30,411 52,887 移住コーディネーター研修の開催 4

県民生活課 県行 継続 NPO推進事業費 31,484 26,334 26,334 19,615
伊豆地域における市民活動関係者間のネッ
トワークの運営支援ほか

住まいづくり課 県行 継続

住宅ストック活用
促進事業費（旧：
空き家等対策推進
事業費）

3,126 7,000 4,525 7,500
空き家の相談窓口の体制を強化するため、
市町職員を対象に研修会を開催（賀茂、静
岡地域）ほか

地域農業課 各公 継続
鳥獣被害防止総
合対策事業費助
成

173,545 229,000 229,000 207,000
鳥獣被害防止特措法に基づき市町が実施す
る鳥獣被害防止対策が効果的に実施される
よう支援

3
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農芸振興課 県行 継続
静岡水わさびの
伝統栽培推進事
業費

4,036 4,500 4,500 4,400

世界及び日本農業遺産を活用したわさび伝統栽培の
継承保全と多様な連携の促進
○世界・日本農業遺産認定地域
・伊豆市、下田市、東伊豆町、河津町、松崎町、西
伊豆町（伊豆半島地域）
・富士宮市、御殿場市、小山町（東部地域）

道路整備課
道路保全課

単独 新規

「新しい生活様
式」に対応した
道路環境整備事
業費

－ － － 2,500,000
道路利用環境改善、通勤・通学道整備及び
防草対策を2ヶ年で実施

5

新産業集積課
地域交通課

国行 継続

しずおか自動運
転ShowCASEプロ
ジェクト推進関
連事業費

39,689 80,000 80,000 80,000
沼津、下田、松崎において交通事業者と連
携した自動運転等の次世代モビリティサー
ビス導入のための実証実験を実施

地域交通課 国奨 新規
地域公共交通活
性化推進事業費
助成

－ － － 333,600
コロナ社会に対応した公共交通機関のＤＸ
化を推進

6

地域交通課 国奨 継続
伊豆地域公共交
通網形成計画推
進事業費

9,327 12,970 12,970 9,700
地域公共交通網形成計画の事業実施（交通
結節点での情報発信、自動運転、MaaS実験
など）

7

景観まちづくり課 単独 継続
東部拠点第二地
区土地区画整理
事業費助成

7,050 17,375 6,433 37,500
沼津駅付近鉄道高架事業と一体的な整備が
必要な沼津市施行の土地区画整理事業に対
する助成

景観まちづくり課 単独 継続
市街地再開発事
業費助成

－ 89,600 28,100 91,600
市街地再開発事業（三島駅南口東街区ほ
か）を行う組合に補助する市町に対する助
成

Ⅳ　地域の魅力の向上と発信 592,227 2,249,988 694,260 2,442,200

オリンピック・
パラリンピック
推進課

県行 継続

東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック
自転車競技開催推進
事業費

437,786 1,500,000 285,000 1,921,000
東京2020オリパラ自転車競技の本県開催に
向け、感染症対策を徹底し、開催準備や大
会運営、おもてなし・機運醸成等を実施

スポーツ政策課 県行 継続
サイクルスポーツ
県づくり事業費 11,984 18,500 10,500 23,500

サイクルスポーツの聖地の実現に向けた取組
・情報発信、受入環境整備、聖地創造会議開催

スポーツ政策課 国行 継続

東京2020オリン
ピック・パラリン
ピックレガシー推
進事業費

－ 391,000 324,300 76,700

オリパラ開催効果の継続を目的とした自転車競技や
イベントの開催
・ツアーオブジャパン賑わい創出
・MTB大会、サイクリング大会の開催　ほか

富士山世界遺産課 県行 継続
「韮山反射炉」
後世への継承推
進事業費

4,108 4,570 4,320 4,029 韮山反射炉の顕著な普遍的価値の継承

富士山世界遺産課 県行 継続
「富士山」後世
への継承推進事
業費

126,048 160,600 49,877 83,200
富士山の顕著な普遍的価値の継承、富士登
山者の安全対策、富士山の日運動の推進
ほか

富士山世界遺産課 国行 新規
世界遺産富士山
安全安心・魅力
発信事業費

－ － － 202,700
富士山における徹底した新型コロナウイルス感染症
対策の実施、山麓の魅力発信及び文化的価値の理解
促進、環境に優しい登山や観光の実現

景観まちづくり課 県行 継続
広域景観づくり
推進事業費

9,833 14,637 14,637 13,456
広告景観保存地区を含む伊豆半島南部（西伊豆町、
松崎町、南伊豆町）の違反自家広告物対策及び長泉
町、清水町の違反野立て看板対策

8

警察本部 県行 継続
富士登山者遭難
救助活動事業費

2,468 2,681 1,499 2,615 山岳遭難救助者のための機材整備等

警察本部 県行 継続
大規模警備事業
費

－ 158,000 4,127 115,000
オリンピック・パラリンピック警備対策
（※警備計画に基づくため、詳細については明示で
きません）
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課名 分析 区分 事業名
R1

決算
R2

当初
R2

現計
R3

当初
事業内容

（できる限り具体的な個所名を記載）
頁

（単位:千円）

Ⅴ　多彩な交流の拡大 775,172 591,070 513,102 1,749,500

環境ふれあい課 県奨 継続
花と緑の地域シンボ
ル創造（グリーンバ
ンク事業費助成内）

3,576 8,000 8,000 5,800

駅前等の花や緑によるおもてなし空間について、整
備や維持管理を支援。オリパラ延期に伴い、新規整
備と平成30年度整備箇所の維持管理を１年延長。
（三島市、富士市、伊豆市、小山町）

観光振興課 県奨 新規
しずおか元気旅
推進事業費

－ － － 800,000

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込
んだ県内観光産業回復のため、宿泊や周遊の需
要喚起対策、メディア等を活用した情報発信を
実施

9

観光振興課 県奨 新規
大河ドラマ「鎌倉殿
の13人」を活用した
誘客促進事業費

－ － － 5,000

2022年大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の放映を契
機とした県東部・伊豆周辺地域の歴史・文化の
情報発信や県内外からの誘客促進
（伊豆・富士山周遊促進連絡協議会への負担
金）

観光政策課 県行 新規
観光地ワーケー
ション受入促進
事業費

－ － － 320,000

県内観光地におけるワーケーションの受入
を促進するため、ワークスペースの整備等
に対する補助及び企業と地域のマッチング
体制の構築を行う。

10

観光政策課
観光振興課

県奨 継続
スポーツイベン
ト誘客対策強化
事業費

－ 72,000 10,236 42,600

東京2020オリンピック・パラリンピック開催等
を契機として、海外での本県への誘客促進を図
るとともに、訪日観光客の満足度向上のため受
入環境を整備

観光政策課 県奨 継続
伊豆半島ユネスコ
グローバルジオ
パーク推進事業費

9,608 12,100 12,100 12,100
伊豆半島ジオパーク推進協議会によるジオ
パークの学術調査及び教育、普及の取組へ
の支援を行う。

観光振興課 県行 継続
駿河湾フェリー
利活用促進事業
費

304,430 122,000 122,000 183,500

令和２年度に策定する経営改善戦略に基づき、経営
改善等に取り組む駿河湾フェリーの運航を継続する
ため、環駿河湾地域の３市３町と連携して、必要な
経費を負担するとともに、駿河湾フェリーを活用し
た観光の魅力発信や環駿河湾地域の周遊を促進

建設政策課 年次 継続

スマートガーデ
ンカントリー
“ふじのくに”
モデル事業費

340,626 271,000 258,996 315,500
東部地域の３次元点群データの取得や、イ
ンフラ維持管理おけるデータを活用した取
組を実施

道路整備課 単独 継続
伊豆地域振興対
策道路整備事業
費

94,500 80,000 80,000 48,000
伊豆地域の振興を支援するための道路整
備・（一）河津下田線

港湾振興課 県行 継続
クルーズ船寄港
誘致等推進事業
費

22,432 25,970 21,770 17,000

国土交通省監修のガイドラインに基づいた県全体で
の安全・安心なクルーズ船の受入実施
広域連携によるクルーズ船誘致活動
県内クルーズ船誘致組織への助成　等

＜備考＞

・対象地域は伊豆半島（７市６町）・東部地域（４市３町）の各市町

・Ⅰ～Ⅴは、静岡県の新ビジョン（地域づくり）における柱立て
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事

業

名

水道広域化推進プラン策定費

予

算

額

R３ 21,300千円 担
当
課

水利用課
（内線2420）

R２ 22,000千円

１ 事業目的

人口減少による料金収入の減少や人材不足に対応し、安全な水の安定供給を維持し

ていくためには、水道の基盤強化が必要である。県は「水道広域化推進プラン」を策

定し、水道事業者間の広域連携の推進による経営基盤の強化を図っていく。

 

２ 事業概要

県内を５圏域に分け、プラン策定に向けた広域化シミュレーションを実施する（令

和２年度に２圏域実施しており、令和３年度は残り３圏域）。
（単位：千円）

【スケジュール】

区分 内容 R３当初

水道広域化シミュ

レーションの実施
駿豆圏域（賀茂地区）、静清富士圏域、遠州圏域

21,300

広域連携推進会議

(庁内連絡会)の実

施

庁内の広域連携推進会議の開催、検討内容に係る

有識者による技術的助言

市町との協議会の

実施

広域連携に係る市町への情報提供、意見交換等の

実施

年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

事

業

内

容

○シミュレーションの

実施

・駿豆圏域(賀茂地区を

除く)

・大井川圏域

○広域連携推進会議、市

町との協議会の実施

○シミュレーションの

実施

・駿豆圏域（賀茂地区）

・静清富士圏域

・遠州圏域

○広域連携推進会議、市

町との協議会の実施

○「水道広域化推進プラ

ン」策定

○広域連携推進会議、市

町との協議会の実施
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事

業

名

伊豆地域公共交通網形成計画

推進事業費

予

算

額

R３ 9,700 千円 担
当
課

地域交通課
（内線2053）

R２ 12,970千円

１ 事業目的

伊豆半島地域の公共交通の効率的な運行及び利便性を確保するため、伊豆地域にお

いて複数の市町を包括する「地域公共交通網形成計画」を策定し、市町の生活交通の

確保及び交通結節点の改善、観光利用促進にかかる施策等を実施する。

 
２ 事業概要 （単位：千円）

【協議会スケジュール】

地域 内 容 R３当初

東伊豆

中伊豆

地域

計画期間：平成30年度～令和４年度

・公共交通利用促進事業

・AIデマンド等新たな交通システム事業

・デジタルサイネージ設置、乗換環境改善

・インバウンド交通サービス

2,700

(全体事業費)

13,000

南伊豆

西伊豆

地域

計画期間：平成28年度～令和４年度

・自動運転等、新たな交通システム事業

・交通結節点等における案内の充実

・MaaS連携型公共交通サービス実証事業

・公共交通網形成計画策定事業

7,000

(全体事業費)

10,500
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事

業

名

広域景観づくり推進事業費

予

算

額

R３ 13,456千円 担
当
課

景観まちづくり課
（内線2639）

R２ 14,637千円

１ 事業目的

伊豆半島の幹線道路沿いで集中的な違反野立て看板の是正指導に取り組んだ成果を

活かし、かつ国内外からの訪問者をより良好な沿道景観でもてなすため、屋外広告物

の適正化等を図る。

 
２ 事業概要 （単位：千円）

区分 内 容 R３当初

屋 外

広告物

下田土木事務所

・伊豆半島南部（西伊豆町、松崎町、南伊豆町）の「違

反自家広告物」の是正指導

・「違反野立て看板」に対する所有者調査や略式代執

行の実施検討、是正指導

沼津土木事務所

・長泉町、清水町の「違反野立て看板」の是正指導

・「違反自家広告物」の是正指導

13,456

広域景観

形 成

・行動計画を策定した広域景観エリアにおいて官民連

携の修景事業を実施

・各広域景観協議会等を通じて３次元点群データ活用

に向けた啓発の実施
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